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　2015年、WHOは「利用者中心のインテグレーテッドケア（WHO global strategy on people–
centred and integrated health）」をグローバル戦略のスローガンとして示した。WHO事務局長マー
ガレット・チャンは、2016年のインテグレーテッドケア・カンファレンス開会あいさつビデオメッセー






図 1 　WHO：What are integrated people-centred health services?
出典：https://www.who.int/servicedeliverysafety/areas/people-centred-care/ipchs-what/en/




















　Tine Rostgaard（2012）らは、EU諸国のHealth and Social Care in the Communityに焦点を当て
た国際研究プロジェクトを行った。①多様化し個別化するニーズへの対応、②費用対効果、③利用者
中心のケア提供、④フォーマルケアとインフォーマルの最適なバランス、⑤ケアワーカーの雇用確保
の方策、これらについて各国のホームケア変革の概要を調査し「Reforming Home Care in Ageing 
Societies」論文にまとめている。本稿は、その論文からホームケア変革の概要を引用するものである。
　以下　筆者翻訳と要約
　65歳以上人口のロングタームケアのコストは、GDPの 1 ％だが、2050年には 2 ％から 4 ％になっ









































（care workers in the grey market）や、24時間住みこみ？在宅？でサービスを提供するケアワーカー




























と「訪問看護」の提供責務がある」と定められている。（§83 The municipal council shall offer 
1 personal care and assistance 2 assistance or support for necessary practical work in the 
home. §87 The municipal council shall ensure that the activity listed in sections 83-85 shall 
be available around the clock, if necessary.）。財源は税金で、利用者負担は無料である。年齢や、
収入や、インフォーマルケアギバーの可能性、に関わらず、誰にでも、ニーズがある人には当然
の権利として提供されている。











月一金 (7:00-15:00)時間帯にサービス提 365日、 24時間でサービス提供
供 ニーズに応じて、週1回から日に複数回利用。
＊士日や休日はサービス提供をしない












































ができます。掃除は 3 週間に 1 回です。配食サービスの利用ができます。」という内容である。
　事業所のリーダーがAさんと話し合って決める内容は、「 8 ：00～ 9 ：00くらいに 1 回の訪問、昼
に 1 回、夜 1 回　ホームヘルパーが訪問しますね」という大枠である。現実にホームヘルプが開始さ
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ministry of Health, Healthcare in Denmark an Overviews（2017）・Tine（2006）・Tine（2012）・
Tine（2016））。

































































































































家事援助 310 kr / Hour 363 kr / Hour 
（掃除や洗濯サービス）
介護Personalcare 
平日の日中時間帯 367 369 
土曜日の日中 385 414 
日曜・休日の日中 511 414 
夜間の時間帯 481 438 
深夜の時間帯 723 589 











98自治体中わずか 4 自治体だった。平均 6 の民間ホームヘルプ事業者だが、首都コペンハーゲン市に





　実際、筆者が行ったオーフス市自治体への調査（2013年 1 月の総人口319,094人、65歳以上人口 
43,077、高齢化率13・ 5 ％（2013年 6 月））では、オーフス市と契約している民間ホームヘルプ事業
者は13事業者であった。介護ホームヘルプと家事援助を提供している民間ホームヘルプ事業者は、わ
ずか 3 事業者のみであった。 8 事業者は家事援助サービスだけの事業者で、 2 事業者は買い物デリバ
リーサービスの事業者であった。
　オーフス市の総ホームヘルプ利用者は9452人（2013年 1 月～ 3 月の平均）。内訳：介護ヘルプだけ
利用者は790人、家事援助だけの利用者は3853人、介護ヘルプと家事援助をともに利用している人は
~arhus Silkeborg Naestved 























~es lies Yes 
Systemへのアクセスと市民データの読み書き共有
自治体の訪問看護師は、民間ホームヘルプ事業者の






























Aarhus Silkeborg Naestved 
自治体公的ホームヘルプの利用者数 5877 1457 1871 
民間ホームヘルプ事業者の利用者数 2179 721 661 
公的ヘルプと民間ヘルプの両方利用
288 154 151 
の利用者
Rate Public User/ Total HHU 61.9% 63.0% 69.2% 
Rate Private User/ Total HHU 22.9% 31.2% 24.4% 
















































































所との 24 プ事業者は、 24時間365日、ケア サービス提供曜日やサービス提供時
時間稼働 サービスを提供し、コールに対応 間は、事業者が決められる。サービス
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　Background：The subject is focused on home help service. Reforming home help service should 
be an essential home-based care.
　Purpose：To better understand how to promote the quality of service, to operate tailored 
service in Denmark and EU countries. To investigate how private companies are controlled by the 
local government being a policymaker. To discuss how to coordinate private home help service 
providers in Japan.
　Methods：Literature review on home help reform
　Results：Home help services system have been reformed as sustainable social care. The system 
is designed to increase integrated care in order to individually, promote standardization and cost- 
effectiveness, respectively. New approach, “Reablement” has begun, rehabilitation, training, and 
self-care are being pursued. As private home help service providers have been controlled by the 
Local government. The other hand, the local government also have supported private provider’s 
service 24/7. 
Key word： Denmark, Home help, Local government, Private home help service provider, 
Reablement
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